
　社会に貢献し
たいと青年が集
まる全国組織、
日本青年会議
所 時計・宝飾・
眼鏡部会（部会

長＝田中秀明＝姫路青年会議所）に
よる5月例会兼懇親会が、5月17日、神
戸国際宝飾展に合わせ開催される。

　例会では時計・宝飾・眼鏡関係者に
向けた勉強会として、㈱トミヤコーポ
レーション代表取締役社長古市聖一
郎氏（同部会メンバー）を講師として招
き、「全国規模拡大と地域活性化貢献
の二刀流！発展してきた謎に迫る！」を
テーマに、古市氏が30歳の若さで3代
目社長に就任
し、当初は4～5
店舗だったの
を現在は全国
19店舗にまで
拡大。厳しい時

代においても年商14
億円から75億円へと
成長させた謎に迫る。
　普段は聞くことの
できない貴重な内容
になることは間違い
なく、部会関係者だ
けではもったいない
と部会と古市氏の好
意により一般公開さ
れることになった。
　場所はItal ian＆
Wine CREDO ～ク

レイド～（神戸市中央区磯上通
8-1-23神戸阪急ウイング館３F）
　時間18時40分受付開始、19時講演
会スタート、20時
から懇親会。参加
費は1万円。問合
せは部会事務局
090-8485-6130
（大沼貴代）まで。

講師プロフィール
㈱トミヤコーポレーション
代表取締役社長 古市聖一郎

　1979年岡山市生まれ。1932年創
業のトミヤコーポレーションの3代目。 
2004年に入社し路面店としては国内
最大級のフランクミュラーブティック
「フランクミュラーbyトミヤ」の立ち上
げを担う。2010年社長に就任した当
初は店舗数4、5店だったが現在１９店
と全国にも広げ、年商14億円が、7５億
円に達し厳しい時代においても成長し
続けている。
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時代に見合う価値の創造

　これからの日本のマーケットを動か
すメインターゲットは若年層へ移り変
わってきており、ビジネスの世界でも大
きな影響力を持つと言われているのが
全世界で20億人といわれる「Z世代」。
そしてその次が最も人口ボリュームの
多い「α世代」と言われている。
　簡単にまとめると、デジタルネイティ

ブでオンライン交流に抵抗がなく、人
種や性別、価値観などの多様性（ダイ
バーシティ）を尊重でき、SDGｓやサス
テナブルなどの社会課題に対する関心
が高い人たちのことである。
　昭和世代から上の時代に生まれた人
たちは、2015年から始まった「持続可
能な開発のための2030アジェンダ」を
どのように捉えてきただろうか。これから
を生きる大切な子供たちだけに大きな
課題を背負わせていないだろうか。
　Z世代とα世代だけに限らず、デジタ
ル社会を生きてきた令和・平成世代に
おいても、理不尽な社会や持続不可能
なビジネス、不透明な情報、不適合な
価格や価値などには敏感になってきて
おり、誰が作り、適切な賃金が払われ
ているのか、環境問題、情報開示など
産業として考えるべきことが山済みで
あるのは間違いない。

国内の市場開拓

　宝飾市場を見れば、長い間特に新し

い企画も無いまま、市場規模が1兆円
を超えた超えないと目の前のことだけ
に集中しているようだが、厳しい市況の
中でも明らかにマーケットは変わって
きており、既存顧客だけではなく新しい
世代に向けた新しい企画や文化など
の市場開拓が求められている。

新たなマーチャンダイジングの提案

　人口の割合からしても、総人口の推
計1億2380万人中、15歳以下は11％と
最も低く、15歳～64歳が59％を占め、
65歳以上は29％となっており、人口に
占める子供の割合は49年連続で減少
中である。
　まさにブライダルビジネスはブライダ
ル文化の強化が必要ではあるが、単純
に数量が減っていくことは明白であり、
対策が必要である。
　新しい分野やカテゴリーを取り入れ
ることも必要だろう。マーケットでは
様々なモノや素材、技術や店舗などの
コラボレーションが盛んに行われてい
る。購入動機を高めるためだったり、新
しい価値の創出でもあったりする。
　そんな中でも伸びることが予想され
ている産業もある。それがペットとメモ
リアル市場である。
　ペット市場は現在1兆8265億円規
模（ペットフード、用品、トリミング、保
険、葬儀等）と言われている。ペット数
は推定1800万頭にも及び15歳未満
の数（1401万人）を上回っており、日本

の総世帯数に
対しペット飼育
世帯は9.1％に
当たる。
　ペットの平均
寿命は犬と猫

は15歳前後と言われ、長寿傾向にある
ようだが、人間と同じく高齢化を迎えて
いるそうだ。
　さらに、「ペットはかけがいのない家
族」ということから、埋葬する場所がな
いという問題が人間と同じく課題に
なっており、ペット葬も手元供養の需
要が伸びているという。
　現状では人間の葬儀ビジネス市場
規模の1兆7000億円には遠く及ばな
いものの、ペット葬儀関連の市場規模
は350億円前後と言われ、お寺などが
ペット葬儀埋葬の方向へ舵を切り始め
ている傾向から、今後
の市場は伸びると予測
されている。
　㈱スーパーハード
シャインの杉浦正芳社
長はいち早くペットとメ
モリアル市場に着目
し、手元供養用の置物
（オーナメント）や骨壺
をはじめ、ペンダントや
リング、ブレスレットな
どの提案を2024年度よりスタートして
いる。
　特筆したいのは、これは仏具店に収
めるのではなく、宝飾小売店もしくは地
域に根差す小売店の新しい収益に向け
た取り組みとしての提案であることだ。

　特にハイジュエリーを取り扱う店舗
は、死や供養などのテーマはタブーか
もしれないが、前述した通りマーケット
は変わってきており、感情への配慮は
必要かもしれないが地域住民の幸せ
を願うのならば打開すべき理由も存在
しており、「絆」「愛」「永遠の想い」を強
調した提案が見つかることだろう。
　杉浦氏は「地元密着のマーケティン
グを考えると、視点を変えればまだまだ
新規顧客の開拓ができる余地はある
はずです。地元葬儀社とのタイアップや
地元ペット霊園、ペット火葬・埋葬寺院
などとのコラボレーションも可能であ
り、市場が伸びるだけ可能性も高まる
と思います。昔やったことがあるという
話は当てになりません。時代も人も大
きく変わってきています。今必要なのは
チャレンジすることです。新たな取り組
みによって主力のジュエリーの販売に
繋がることは必然です。店舗へ違和感
なくディスプレーすることも大事な要因
になることと思いますが、いまは新規顧
客の開拓をしていくことが大事なこと
です」と説いている。
　ペットは家族と同じだという価値観
が定着し、ペットロスに悩む人たちも増
加しているといわれる。人間と同じく
“心の拠り所”として形に残るものが欲
しいという飼い主は多く、ペットを家族

ととらえる人たちに
とって、思い出に
残せるジュエリー
は魅力の一つにな
り得るのであり、そ
んな思いに応えら
れるペットのメモ
リアルジュリーを
提案できるだけの
親和性が宝石店
には眠っているの

である。興味があれば資料等は杉浦氏
が送ってくれるので、問い合わせを。
▼スーパーハードシャイン＝杉浦正
芳。s u g i u r a @ s h - s h i n e . j p 、
TEL.03-5807-0050。
https://sh-shine.jp/。

地域に根差した小売店への提案
チャレンジすべき「ペットのメモリアルジュエリー」

5月17日、神戸 19時スタート
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